
 

 

 

 

 

 

 

 

母子健康手帳を通じた母子保健改善について 

－岡山県国際貢献ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業－ 

 

 

研修報告書 

2015 年 8 月 17 日から 10 月 19 日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 12 月 9日 

ルワンダ国 アキンティジェ・シンバ・カリオペ 

   （AKINTI JESUMBA CALLIOPEMR） 

 

 



目次 

はじめに ............................................................................................................................................................. 3 

研修の目的 ......................................................................................................................................................... 3 

期待される成果 ................................................................................................................................................. 3 

スケジュール ..................................................................................................................................................... 4 

研修の実際 ......................................................................................................................................................... 5 

○日本語研修 ................................................................................................................................................. 5 

○岡山大学大学院環境生命科学研究科 ..................................................................................................... 5 

○総社市保健福祉部こども課 ..................................................................................................................... 5 

○国立病院機構岡山医療センター ............................................................................................................. 6 

○岡山済生会総合病院 ................................................................................................................................. 6 

○岡山市保健所健康づくり課 ..................................................................................................................... 6 

○岡山県教育庁保健体育課 ......................................................................................................................... 7 

○総社市教育委員会（総社市立常盤小学校） ......................................................................................... 7 

○福島 ............................................................................................................................................................. 7 

○東京大学 ..................................................................................................................................................... 8 

○ルワンダ大使館 ......................................................................................................................................... 8 

○ノートルダム清心女子大学付属小学校 ................................................................................................. 8 

○社会見学 ..................................................................................................................................................... 9 

学び ................................................................................................................................................................. 9 

謝辞 ................................................................................................................................................................... 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



はじめに 

ルワンダは、これまで国際社会の共通課題であったミレニアム開発目標(MDGs)にすでに達しているさま

ざまな国の支援を受けながら、周産期死亡率、乳児死亡率の飛躍的な減少に成功してきました。この背

景には、ルワンダの保健セクターの継続的な努力、推進力があります。しかし目標達成には更なる努力

が必要であり、日本のレベルには未だ遠く及ばない状況です。ルワンダの総合的な健康改善のために

は、妊娠期から、産後、新生児、乳幼児、学校へと母子手帳を通じて継続的に健康管理ができるような

システム構築が不可欠です。今後の新たな国際開発目標となる、持続可能な開発目標(SDGs)達成のため

に、日本で非常に有効に機能してきたこのシステムのすべての側面をルワンダに広めたいと考えていま

す。このことは妊娠期から新生児、児童期の健康の質向上につながります。岡山県にご支援頂いた今回

の研修は母子保健、特に母子手帳に着目し、学びを得ることができました。 

 

研修の目的 

医療機関で実施されている乳幼児健診と小学校で行われている学校保健の運営手法を学び、子どもの健

康向上や保健教育に関する知識を習得すること 

 

期待される成果 

・日本の母子手帳の運用、成功事例を学び専門性を高める 

・学校での集団検診を見学、医療専門職への聞き取りを通じて、学校保健の知識や技術を習得する 

・子どもに共通する公衆衛生に関する問題、予防について学ぶ 

・ルワンダと日本の医療従事者の友好関係をもつ 

・日本の文化、社会を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



スケジュール 

研修期間 平成27年8月17日～平成27年10月19日 

日時 内容 場所 

8月18日～9月15日 オリエンテーション 

語学研修  

岡山国際交流協会 

9月(16,18,26,28日) 

 

日本における乳幼児健

診と学校での集団健診 

講義指導 

岡山大学大学院環境生命科学研究科  

 

9月17日～10月2日 岡山県内の健康診断の

実施見学及びヒアリン

グ 

岡山県教育庁保健体育課 

岡山市教育委員会保健体育課 

岡山市保健所健康づくり課 

総社市保健福祉部こども課 

総社市教育委員会（総社市立常盤小学校） 

国立岡山医療センター 

岡山済生会総合病院 

10月3日    ルワンダの講義 岡山国際交流センター 

10月4日～7日  福島、東京 

福島市の医療機関の視

察 

東京大学渋谷医師との

意見交換 

ルワンダの教育を考える会本部 

ルワンダ大使館 

東京大学 

10月8日～9日 日本における乳幼児健

診と学校での集団健診 

講義指導 

岡山大学大学院環境生命科学研究科  

 

10月13日 報告会 AMDA本部 

10月14日 子どもたちと文化交流 ノートルダム清心女子大学付属小学校 

10月15日～16日 講義指導 岡山大学大学院環境生命科学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修の実際 

○日本語研修 

日程：2015年8月18日～2015年9月15日 

場所：岡山県国際交流協会 

初日は語学研修から始まった。初日は岡山県国際交流協会の野本恭子氏のご紹介で浦上典江先生の授業

から始まった。ここで1ヵ月間の日本語の集中授業を受講した。日本のこと、今回受入れをして下さっ

ている岡山県のことを文化や必要な礼儀、振る舞いまで深く学ぶことができ、2ヵ月間の研修に非常に

役立った。 

日本語はひらがな、カタカナ、漢字と3種類の文字を使って表現する。講義開始から1か月後、ひらがな

とカタカナは書けるようになったが、漢字の習得は時間が足りず難しかった。この間、徐々に日本の生

活に慣れていくことができた。特に和食は健康的で、食べ過ぎずにすむ効果があるように感じた。ルワ

ンダではお茶に砂糖をたくさん入れて飲むので、砂糖を全く入れない日本の緑茶は印象的であった。 

 

実際の研修内容 

○岡山大学大学院環境生命科学研究科 

日程：9月(16,18,26,28日) 

後半の1ヵ月の主目的は組織化、体系化された学校の集団健診、乳幼児健診について具体的に学ぶこ

と、周産期ケアについて日本の病院施設見学と母子保健に関するデータ分析を行うことにより、理解を深め

ることであった。これらの目的は岡山大学大学院環境生命科学研究科、頼藤貴志助教授のご指導を受け

ながら進んでいった。 

 

○総社市保健福祉部こども課 

保健行政機関である総社市を訪れた。健康福祉課の2名のスタッフに子どもの健康診断、周産期と子供

の健診の有用性を説明して頂き、健診の実際を見学した。日本で行われている児童や乳幼児健康診断の

取り組みについての聞き取り、実際の健康診断の見学、小児科の医療施設訪問総社市の「子育て王国総

社」の取り組みについて詳しく説明を受けた。子どもの幸せがいつも行政の中心にあることに感銘を受

けた。 

母子の健康改善に乳幼児健診、母子手帳は有用であること、両親が集まる親子広場の必要性、総社市の

取り組みにより、出生率は日本全体の1.41と比較して1.55と高いこと、シングルマザーへの支援として

カウンセリングを行うカウンセラーの存在があることなどを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



○国立病院機構岡山医療センター 

病院の名誉院長である青山興司医師、小児外科医長である

中原康雄医師に迎えられた。高度専門医療である新生児集

中治療室(NICU)と小児科病棟を見学した。これらの専門医

療の運営は優秀なスタッフと高度な技術に支えられてい

る。また、こうしたサービスの提供が、子供たちの死亡率

を非常に低く保っている。また、病院長と面会し、両国で

医師や看護師の交換プログラムが実現できればよいと話し

た。 

 

 

 

○岡山済生会総合病院 

病院の山本和秀病院長に迎えられた。その後、田中弘之小

児科診療部長に紹介され、外来相談、子どもに影響する主

要な病気、公衆衛生に関することについて医師と議論し

た。感染防止委員会の回診に同行し、未熟児センター、外

来の予防接種を見学した。また、小児科で主要な活動とな

る外来相談の補助を行うため、相談業務が誰によってどこ

でどのように行われているかを理解できるように一連の流

れを見学した。 

 

また、病院のボランティア精神について、印象的だったことが2点あった。1つ目は退職した看護師やソ

ーシャルワーカーが無報酬で病院のために働いているということ、2つ目は検査室、薬局、電子カルテ

室の働きである。病院はチームであり、彼らなしには病院は運営することができないと感じた。また、

あらゆる困難に立ち向かう人に手を差し伸べるという理念も大切なことであると感じた。 

 

○岡山市保健所健康づくり課 

まず、健康診断のシステムについて説明を受けた。乳幼児集

団健診の意味、役割、ねらいなどである。 

また、行政の取り組みについて説明を受けた。地方自治体と

しての動き、3歳時の乳幼児健診の運営方法を伺い、事前ミー

ティングと会場準備に参加した。午後、岡山市保健所健康診断

の補助と母子へのインタビューを行った。3歳児健康診査は会場

準備、ミーティングから受付、検査、問診、診察、栄養や育児

相談ととてもよくシステム化されていた。データは手書きで記

録され、その後ソフトへ記録する。少数だが外国人の岡山県在

住者や常時移動しているような、未受診者は報告されそのフォローアップについても義務化されている。 

 

 

 



○岡山県教育庁保健体育課 

行政の県レベルでの、子供の健康診断の実施方法について

説明を受けた。目的、健康診断の法的位置づけ、学校健診

の役割、実施についての注意、実施の流れ、健診実施後の

管理方法についてである。学校での調査、集計（サーベイ

ランス）を実施しており、高校、特別支援学校ではデータ

を比較することでより直接的な介入方法を知ることができ

るとわかった。健康診断の項目、心電図など検査項目によ

っては男女別に実施するなど実践にあたってのポイントも

説明を受けた。また、母子手帳を含む様々な母子保健に関

するものの贈呈を受けた、ルワンダの母子手帳の取り組みにも役立つと考える。 

 

 

○総社市教育委員会（総社市立常盤小学校） 

1885年に開校した常盤小学校を訪れた。オリエンテーション

後、校長先生から学校の歴史や様々なことを伺った。非常に

関心のあった眼科検診へ参加した。眼科健診は、学校の保健

室で、医師や看護師のもとで行われている。大量の書類があ

り、記入される。目に問題があることが判明した場合、両親

への通知とともに総社市教育委員会へも報告される。児童が

転校する際には、以前の結果を持参しなければならない。こ

のような健診が実施できる背景に、子供たちを身体的精神的

に支え守ること、彼らの成長を助けることは日本の将来につ

ながることだからである。また、学校給食は、子供の成長発

達に良い役割を果たしている。幸運なことに、私は子供たちと給食をともにする機会に恵まれた。 

 

 

○福島 

福島は、東日本大震災の際に起こった大津波、またそれによ

る原子力発電所事故の影響を受け、放射能被ばくによる健康

被害の危険にさらされている。事故の詳細を知り、震災後の

周辺地域の人々の状況をどのように理解するか、施設を訪れ

た。 

福島医科大学を訪れ、福島の放射能漏れについて、影響と結

果がどのようなものだったかを学んだ。またその結果をどの

ように対処しているかを学んだ。 

 

 

 

 

 



○東京大学 

また、私が病院の院長に任命された直後であった2014年、ル

ワンダでお会いした東京大学の渋谷健司教授と面会した。マ

リールイズ氏より、ジャーナルクラブの学生を紹介された。

将来的に協力してルワンダで母子保健プロジェクトを行いた

いという話をした。 

 

 

 

 

 

 

○ルワンダ大使館 

駐日ルワンダ共和国大使館の表敬訪問を行い、ベネティア・

セブダンディ大使と母子保健プロジェクトについての議論を

行った。大使は岡山県に対して、ルワンダの公立病院の院長

が来日し、日本の保健システムがどのようなものか学ぶとい

う機会を作って頂いたことに感謝すると述べた。彼女は重ね

て、すべての取り組みを達成することはルワンダが長きにわ

たって良いリーダーシップを発揮していくために必要である

と述べた。 

 

 

 

○ノートルダム清心女子大学付属小学校 

1994年のルワンダの大虐殺の経験からをもとに「生きること

の大切さ」について講義を行った。校長先生に学校の保健室

を案内され、担当看護師とも会った。小学校の2年生に2時間

の講義を実施した。講義は、しっかりと話に耳を傾ける積極

的な児童の姿勢に感銘を受けた。子どもたちの鋭い質問は、

このテーマへの理解を感じた。ルワンダの医師としての経験

を聞きたいと熱心に質問してくる子どももおり、印象的であ

った。チャンググ教区と広島教区。日本以外で、事業を行お

うとしているとのことだった。ムビリジ病院でのプロジェク

トと協力関係を続けていくことを約束してくれた。 

 

 

 

 

 

 



○社会見学 

日本文化を学ぶ、主要な地を紹介する。滞在中に様々な場所

へ行った。 

・ルワンダについてのプレゼンテーションの実施（岡山県を

超えた多くの方が参加） 

・診療所訪問 

・バレーボール大会の観覧 

・鷲羽山ハイランド、瀬戸大橋 

・蒜山高原、岡山城、宮島、アムダの会議出席 

 

 

学び 

・母子手帳は母と子の死亡率を下げる鍵となる 

・健康診断はいくつかの病気を予防する助けとなる 

・日本の病院インフラは高度であり、熟練した技術で患者へサービスを提供している 

・行政の協力、プライベートの事業体、NGO、個人の相互協力は健康に価値を与える 
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